
第29回リハビリテーション研修会
第2回住民主体型総合事業研修会

受講無料 / 定員60名
どなたでもご参加いただけます

地域包括ケアシステムに求められる役割
～地域連携を様々な視点から考える～

　 　とき　令和元年11月16日(土) 10:00～15:45（受付9：45）

ところ 長野保健医療大学(本館)
（長野県長野市川中島町今井原１１−１）　JR今井駅より徒歩3分

Time schedule

同時開催

■主催：一般社団法人長野県理学療法士会
■後援 ：長野県、長野県介護福祉士会
　　　　 長野県作業療法士会、長野県言語聴覚士会、
　　　　 長野保健医療大学

第1部  ① 第29回リハビリテーション研修会（10：00～12:00）

講演：「災害時リハビリコミュニケーション」
     　  被災地で医療介護職としてはどんなお声がけが必要でしょうか？ 

　　　　被災地で医療介護職などの専門職がいなかったら、被災者にどんな声がけが必要でしょうか？
　　　   東日本大震災で活動された体験談をご講演いただきながら、災害時のコミュニケーションについて学びます。

講師： 春原 るみ 氏 （ 准教授・認定作業療法士 ）

　　　　学校法人四徳学園長野保健医療大学 

　　　　　保健科学部リハビリテーション学科 作業療法学専攻

第2部  ② 第2回住民主体型総合事業研修会（13：00～15：45）

講演 ：  住民主体型による新しい介護予防のカタチについて
講師 ：　一般社団法人長野県理学療法士会

事例１　地域連携による包括的な健康づくり
　　　　夢ジャズバンド(平均年齢70歳以上)と長野保健医療大学体操サークルの
　　　　コラボによる新しい介護予防のカタチ

事例2　「自助」と「共助」による新しい体操ご紹介
　　　　 日本理学療法士会推奨「シルバーリハビリ体操を体験しよう」

一般社団法人長野県理学療法士会（事務局：大月）

〒380-0836  長野市南長野南県町685番地２　長野県食糧会館内

Mail  jimu@pt-nagano.or.jp　TEL：026-234-3540　FAX：026-234-3550

お問合せ・応募方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　(締切り：令和元年11月6日)

フリガナ 企業・団体名

氏名 部署・役職

住所 〒

受講予定
（☑してください）

□両方参加　　　　□第１部のみ参加　　　　□第２部のみ参加

※ 駐車場に限りがあるため当日はなるべく公共交通機関をご利用ください。
※ ご記入いただいた個人情報は本研修以外の目的では使用いたしません。


